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戸田市教育委員会事務局 
生涯学習課 



    　           　　　　　　　　　　　　　　　　　 任期：令和３年４月１日～令和５年３月３１日 （敬称略：順不同）

氏　 　名 選出区分 所　　属
第1期目の
選任年月日

新 星野　正義 学校教育関係者 新曽北小学校長 R4. 4. 1

新 益田　光行 〃 喜沢中学校長 R4. 4. 1

新 金田　智 〃 戸田翔陽高等学校教頭 R4. 4. 1

新 宮澤　正 社会教育関係者 町会連合会 R4. 5.27

新 細井　美智子 〃
公民館サークル

連絡協議会
R4. 7.20

溝上 西二 〃 戸田市商工会 H31. 4. 1

金子 秀一 〃 青少年団体 R3. 4. 1

新 西尾　達樹
家庭教育向上に

資する活動を行う者
ＰＴＡ連合会 R4. 6.23

谷山　三枝子 〃 家庭教育アドバイザー R3. 4. 1

守 真由美 〃
・民生委員
・美女木小学校学校運営
　協議会委員

H29. 4. 1

舟 山 好 彦 学識経験者 元小学校長 R3. 4. 1

上 原 和 代 〃 戸田第一幼稚園副園長 R3. 4. 1

※　上記の左欄の「新」は、新任委員

戸田市公民館運営審議会委員名簿



 

 

 

１ 実施体制 

 

２ 事業内容 

開催期間 令和４年７月３１日～令和４年９月１０日 

参加者数等 定員 ３０名 応募者数 ２５名 

 参加者数 ４年１２名 修了者数 ４年１１名 

  ５年 ９名  ５年 ９名 

  ６年 ４名  ６年 ４名 

 

３ 実施内容 

１日目 
開催日時 ７月３１日（日） 

１３：３０～１５：３０ 

写真 

 

 

  

マ
ス
コ
ミ 

会場 下戸田公民館 

講義名 テレビの仕事 

～ニュースづくりに挑戦！！～ 

講師 テレビ朝日広報局 上野敦史先生 

２日目 開催日時 ８月１７日（水）～９月１０日（日） 写真 

   

 

 

 

芸
術 

会場 オンライン視聴 

講義名 美術が好きになる講座 

～美術作品の実演～ 

講師 現代美術家 田中拓馬先生 

 

子ども大学とだ 
学長 戸ヶ﨑 勤（戸田市教育委員会教育長） 

事務局 生涯学習課 下戸田公民館 

令和４年度 子ども大学とだ 

身近な出来事でニュース 

づくりに挑戦しました 

美術作品の製作を 

動画視聴しました 
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３日目 
開催日時 ８月２７日（土） 

９：００～１０：００ 

写真 

 

 

  

歴
史 

会場 下戸田公民館 

講義名 戸田の歴史を知ろう 

 

講師 元戸田市立郷土博物館指導主事 

大竹仁先生 

 

３日目 
開催日時 ８月２７日（土） 

１０：３０～１２：００ 

写真 

 

 

  

生
物 

会場 下戸田公民館 

講義名 ヤマトシロアリは何を頼りに歩いて

いるか 

講師 日本薬科大学 教養・基礎薬学部門 

講師 福嶋仁一先生 

学生アシスタント ３名 

（シロアリ習性観察補助） 

４日目 
開催日時 ９月１０日（土） 

９：００～１６：００ 

写真 

 

 

キ
ャ
ン
パ
ス
ツ
ア
ー 

会場 青山学院大学 

講義名 ロボットプログラミング講義 

パイプオルガン演奏の鑑賞 

キャンパス見学 

講師 青山学院大学 理工学部 電気電子

工学科助教 伊丹琢先生 

青山学院大学 オルガニスト 

徳田佑子先生 

青山学院キャンパスツアーガイド 

学生７名 

自分たちの町の歴史に 

ついて学びました 

普段は見かけないシロアリ 

の習性を観察しました 

大学教室でロボットプログラ

ミング講義を受けました 



４ 参加者の声 

参
加
し
た
子
供
の
声
（
感
想
） 

普段できない実験など色んな体験ができた。 

色々なことを知ることができた。 

たくさんの講座があって楽しかった。 

日本薬科大学や青山学院大学のアシスタント学生がとても優しかった。 

将来を考える良い機会になった。 

大学に進学するのが楽しみになった。 

 

 

 



 

 

 

１．概要 

主催 戸田市公民館まつり実行委員会 

目的 
公民館育成サークルの活動の様子を広く発信することにより、サークルへの加入促

進など、活動の活性化につなげる 

開催期間 令和４年１１月２６日・２７日（下戸田）、１２月４日（美笹）、１１日（新曽） 

参加団体数 
公民館育成サークル ３６団体 

【参考】公民館育成サークル数 ４３団体（美笹１０、新曽１１、下戸田２２） 

入場者数 1,087 人 各公民館の入場者数は下表 

 

２．実施日、入場者数 

館名 実施日 入 場 者 数 

下戸田 

公民館 

Ｒ４年11月26日（土） 278人（男 64・女 214） 

   11月27日（日） 270人（男 51・女 219） 

小  計 548人 

美笹 

公民館 
Ｒ４年12月4日（土） 234人（男 63・女 171） 

小  計 234人 

新曽 

公民館 
Ｒ４年12月11日（日） 305人（男 79・女 226） 

小  計 305人 

合  計 ３館で1,087人 

 

令和４年度 第４６回戸田市公民館まつり 開催状況 
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３．開催の様子 

下戸田公民館 

  

  

美笹公民館 

 
 

  



 

新曽公民館 

 

 

 

 
 

 



Ｒ5.2.8.現在

実績 内容 実績 内容 実績 内容

1
講座開催時に、
受講者に育成
サークルを紹介

公民館が実施する講座にお
いて、講座受講者に対し、
サークル活動の紹介や会員
の募集の機会を提供いたし
ます。具体的には直接の活
動紹介や公民館がチラシの
配布の協力をすることが挙げ
られます。

2団体
公民館開催講座の受講者
に、育成サークルの活動を
紹介。

1団体
公民館開催講座の受講者
に、育成サークルの活動を
紹介。

5団体
公民館開催講座の受講者
に、育成サークルの活動を
紹介。

2
育成サークルの
案内や掲示ス
ペースの確保

館内に公民館育成サークル
の紹介や会員募集案内を掲
示するスペースを提供しま
す。

11団体

2階多世代交流ひろばに
育成サークル専用掲示板
を設置し、サークル紹介や
会員の募集告知を実施。

10団体
1階の掲示板にて10団体を
紹介。

22団体

館内で育成サークル一覧
のチラシを配布。
2階ロビーの掲示板を利用
して希望する団体を紹介。
シラコバト賞表彰状等を2
階ロビースペースに掲示。

3
公民館だよりを
利用して育成
サークルを紹介

公民館だよりで公民館育成
サークルの紹介を行います。

11団体
3月号の公民館だよりで、
全サークルの活動を紹
介。

10団体

12月号の公民館だよりで1
団体の県社会福祉大会会
長賞受賞を紹介。3月号の
公民館だよりで全サークル
の活動を紹介。（※今年度
新規加入団体なし及び脱
退団体１団体）

22団体

4月号の公民館だよりで、
全サークルの活動を紹
介。

4

戸田市のホーム
ページを利用し
て育成サークル
を紹介

戸田市のホームページで公
民館育成サークルの紹介を
行います。

11団体
ホームページ上にサーク
ル一覧を掲載。

10団体
ホームページ上にサーク
ル一覧を掲載。

22団体
ホームページ上にサーク
ル一覧を掲載。

5
育成サークル体
験会の実施

育成サークルの活動を市民
の方が実際に体験していた
だける機会を設けます。

8団体

2月～3月に実施。
（チラシを市内公共施設へ
配架依頼、市ホームペー
ジ、公民館だより2月号、市
広報1月号にて周知。）

7団体

2月～3月に実施。
（チラシを市内公共施設へ
配架依頼、市ホームペー
ジ、公民館だより2月号、市
広報1月号にて周知。）

9団体

2月～3月に実施。
（チラシを市内公共施設へ
配架依頼、市ホームペー
ジ、公民館だより2月号、市
広報1月号にて周知。）

6

育成サークルの
講師等が公民館
講座の講師とな
る講座を開催

育成サークルの講師等に公
民館講座の講師を依頼し開
催することで、市民が育成
サークルの社会的役割を知
るきっかけづくりを行います。

2講座

①茶道（裏千家）講座
②親子フラワーアレンジ
　 メント講座
   を開催しました。

- 3講座

①絵本の読み聞かせ
②ストレッチ・リズム体操
③子ども人形劇（予定）
を開催。

7
育成サークル連
絡用ボックスを提
供

事務室横のレターボックス
を、公民館育成サークル連
絡用に提供します。

11団体 提供中。 10団体 提供中。 22団体 提供中。

8
育成サークル活
動成果発表の場
の提供

育成サークル活動の成果発
表の場として、公民館まつり
開催場所を無償提供します。

1日間

公民館まつり実施
令和4年12月11日
(公民館まつり実行委員会
にて1日開催を決議)

1日間

公民館まつり実施
令和4年12月4日
(公民館まつり実行委員会
にて1日開催を決議)

2日間
公民館まつり実施
令和4年11月26日、27日
(公民館まつり実行委員会
にて2日開催を決議)

9
公民館まつり実
行委員会への補
助金の交付

公民館まつり実行委員会へ
補助金を交付し、活動を支援
します。

9団体
補助金交付及び公民館ま
つり開催協力

9団体

補助金交付及び公民館ま
つり開催協力
（その他開催協力のみ1団
体）

21団体
補助金交付及び公民館ま
つり開催協力。（１団体不
参加）

10
育成サークルの
作品展示スペー
スの確保

育成サークルの活動紹介を
目的に作品展示スペースを
確保します。

1団体
２階多世代交流ひろばに
展示パネルを設け、書道
作品を展示。

- - 5団体

2階多世代交流ひろばの
壁面やガラスケースに、写
真、陶芸、絵手紙、絵画及
び藍染の展示スペース等
がある。

令和４年度公民館育成サークルの活動支援について

　令和４年度に実施しました公民館育成サークルへの活動支援の内容は、下記のとおりとなります。
　　◎ NO.1～NO.5は、育成サークルへの認定申請時に、公民館として支援できる5つの支援項目を事前に告知しているものです。
　　◎ NO.6～NO.10については、上記5項目以外で、公民館として支援している項目です。

NO.分類

5
つ
の
支
援
項
目

（
認
定
申
請
時
に
提
示
し
て
い
る
項
目

）

支援項目 支援概要
下戸田公民館（22団体）美笹公民館（10団体）新曽公民館（11団体）

上
記
５
項
目
以
外
に
実
施
し
て
い
る
支
援
項
目
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達成状況 特記事項

①明るい施設づくり（【人】挨拶の徹底、
【物】照明・壁などを明るくする、【場所】集
える場所となるようレイアウトなどを工夫）

明るい挨拶運動・声掛けキャンペー
ンの実施

既存強化 R4 達成
来館者への積極的な声掛け、ＬＥＤ照明への切替、季節ごと
の飾り付けなど、来館者が集える公民館づくりを心掛けた。

②公民館だよりに地域のニュース掲載
地域のイベントや祭りなどを取材
し、公民館だよりに掲載する。（年に
数回）

新規 R5
美笹公民館にて、近隣学校の紹介記事や地域の伝統行事、
イベント情報等を掲載した。

③地域の学校と連携した事業強化
地域の小・中・高校などと連携し、
書道や絵画など、児童・生徒の作
品を公民館に展示

既存強化 R6
美笹公民館にて、南稜高等学校と連携し、夏休み子どもチア
ダンス講座を開催した。また、中学校美術部の展示会の開催
や、PBL発表のポスターを掲示した。

④オンライン講座を含めた若者向けの講
座実施

オンライン講座等の実施（各館１回
以上）

新規 R5
美笹公民館にて、対面とオンデマンドのハイブリット形式で、6
月に全4回の歴史講座、12月に断捨離講座を実施した。

⑤公民館内で育成サークル紹介
公民館内で、育成サークルの紹介
を掲示する（各館毎年）。

既存強化 R3 達成
育成サークル毎に活動内容や活動時間を記したチラシを作
成し、館内掲示板で一様に確認できるようにしている。

⑥育成サークルの活動を動画撮影し、幅
広く周知

令和３年度公民館まつりで実施済
み。必要に応じて更新。館内で流す
のも一考。

新規 R3 達成
ホームページにて育成サークルの紹介動画を掲載済。また、
３年ぶりの実地開催となった令和４年度公民館まつりにて、
同動画を流した。

⑦市民ニーズや地域の状況を踏まえた
講座の設定・見直し

社会教育指導員や社会教育主事
の考え方を加味させた講座計画策
定。

新規 R5 令和５年度事業計画の検討の中で実施中。

⑧受講者層のニーズに沿った開催日時
の講座実施

ターゲット層に合わせた曜日・時間
の設定（各館1講座以上）

既存強化 R4 達成
土曜日や夜間開催など、対象者に配慮した講座開催の日時
設定を実施した。

5 地域との連携強化 ⑨公民館事業における地域との連携
公民館まつりに児童・生徒に演奏・
劇等で参加してもらう。

既存強化 R4 達成
３年ぶりに公民館まつりを実施。新型コロナウイルス感染状
況を踏まえ、育成サークルの活動発表を中心ととして開催
し、地域に日頃の活動成果を示した。

6
生活課題や地域課題の解決につ
ながる仕組みの構築

⑩地域課題をテーマとした講座の実施
地域防災（一例）など、地域課題を
テーマとした講座の実施（各館１回
以上）

既存強化 R3 達成
シルバー大学にて、地域の環境や課題をテーマとした講座を
実施。

7 学習活動の支援強化 ⑪公民館における相談事業の実施
デジタル弱者の学習支援を目指し
ICT相談の実施（各館毎月実施）

既存強化 R3 達成
スマホ・パソコン相談会を月に１度実施し、デジタル弱者への
相談支援事業を継続して行っている。

8 地域人材の活用
⑫公民館講座講師に人材の森登録講師
を登用

新規講師は人材の森登録者から選
ぶ（各館１回以上）

既存強化 R5 美笹公民館にて、３講座で活用した。

9 学習成果の地域への還元
⑬サークル活動等の学習の成果を地域
へ還元

サークル活動等の成果を公民館ま
つりで発表（各館毎年）

既存強化 R3 達成
３年ぶりに公民館まつりを実施。新型コロナウイルス感染状
況を踏まえ、育成サークルの活動発表を中心ととして開催
し、地域に日頃の活動成果を示した。

10 リカレント教育（学び直し）の推進
⑭資格取得等につながる講座や語学に
関する講座の実施

リカレント講座の実施（３館で１回以
上）

新規 R3 達成
語学講座やビジネススキル講座などのリカレント講座を実
施。

11 第２世代の公民館の構築
⑮産官学民の知のリソースを活用した講
座の実施

大学やＮＰＯ等との連携講座の実
施（３館で１回以上）

新規 R3 達成 青山学院大学や日本薬科大学との連携講座を実施。

方針№
令和４年度進捗状況

公民館の今後のあり方に基づいた具体的事業の進捗について

市民のニーズをとらえた講座の
実施

2

3

4

1 地域住民の交流の場

若年層の利用促進

サークル支援の強化

開始年度
新規or
既存強化

具体例(参考)事業
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社会教育及び生涯学習に関する講座計画指針 

                                                      生涯学習課 

講座設定の根拠・位置づけ＝目的、目標 

１ 国（中央教育審議会生涯学習分科会答申等）・埼玉県の方針 

２ 戸田市第 5 次総合振興計画、まち・ひと・しごと創生総合戦略、戸田市行財政改革、市長公約 

３ 第５次戸田市生涯学習推進計画（描こう！これからのわたしの人生・まちの未来） 

４ 公民館のあり方方針（学びや活動の機会の提供、その成果を地域で活かせるきっかけづくり） 

５ 戸田市版リカレント教育（社会人の学び直し）の推進  

（～ 人生１００年時代、学歴ではなく、最新の学習歴を更新し続ける社会へ ～） 

 

開催目的＝講座分類 

Ａ リカレント講座（就労や起業支援、スキルアップ） 

 起業や就労を目的とした講座、これまでの知識や技能をさらに深めるための講座等 

（例）創業支援セミナー、就業支援セミナー、プレゼンテーション研修、語学研修 

Ｂ 地域における課題解決 

 地域の課題を共有・テーマコミュニティの拡大を図る講座等 

（例）地域の安全教育（防災、防犯等）、地域コミュニティの活性化・多世代交流事業、 

   地域で共に生きるための学び（外国人や障がい者、高齢者等と共に学ぶ） 

    人権意識高揚を図るための講座、家庭教育・子育て支援の講座 

Ｃ 地域資源の学習（とだ学）、郷土愛の醸成 

（例）戸田の歴史・防災・観光・教育、行政の仕事、伝統文化・行事の伝承等の講座 

Ｄ 社会貢献・ボランティア ～学びの成果を地域で活かそう～ 

 社会貢献や地域での活動等のために知識・技能等を身に付ける講座、事業等 

（例）ボランティア養成講座、○○講師養成講座、起業、国際理解・国際交流の講座 

   市民活動センターやシルバー人材センター、国際交流協会等連携事業、人材の森活用など 

Ｅ 暮らしに役立つ知識・知恵 

 料理や掃除、手芸、モノづくり、健康、消費者教育、金融教育など日々の生活に役立つ講座 

Ｆ 教養、アカデミックな学び、産官学民連による連携事業 

 専門分野や高度な内容を学ぶ講座、文学、語学、歴史、音楽、芸術、キャリア教育の講座等 

Ｇ 健康増進 

 スポーツ・レクリエーション、体を動かし、体力、身体能力（投げる、握る等）の向上を図る。 

Ｈ ICT の活用、リテラシー教育、デジタルデバイドの解消 

 オンライン・オンデマンドを活用した学び、命を守るための学び、中高生が地域に学びを還元 

（例）市民大学サテライト受講（身近な地域でアカデミックな学び）、災害・被害状況を把握しよう。 

Ｉ 自然体験 

 植物や星空、生き物など自然と触れ合い、体験し学び合う。 

J  新たな学び、学びのきっかけづくり 

 新しい分野や内容を学ぶ講座、事業等→地域や受講者・利用者のニーズを探る。 

 （例）初めての○○講座、 



資料４－１① 
 
K  ターゲットを絞った講座 

 シルバー講座、子ども大学、子育て支援・家庭教育など 

 

対象者 （ターゲット層） 

 ■ライフステージに応じた学び 

（世代別）乳幼児期、小学生期、中学・高校生期、成人期、高齢期 

 ◆多世代交流（子どもから高齢者まで） 

●多様性・多文化交流、共生社会（外国人や障がい児者等との学び） 

 

開催方法 

 ■講話・講義形式 

 ◆対話・ワークショップ形式 

 ●体験型 

 ★オンライン・オンデマンド形式 

 〇スキルアップ、ステップアップ、アップデートの講座構成→学ぶ意欲の向上を図る。 

（EX）初級→中級、初心者→経験者別 

 

開催日時 

■平日の開催 

◆休日の開催（講座等を土曜日、日曜日、祝日のいずれかで開催） 

●夜間の開催（19 時以降） 

★オンライン配信、オンデマンドによる動画視聴（いつでも、どこでも、だれでも）  

 

講座の構成 

① 主催者 or 共催（産官学民連携） 

② 開催目的→何のためにこの講座を実施するのか。受講による効果・変化を意識する。 

③ 内容・テーマ→サブテーマ、PR ポイント・・・魅力的なタイトル 

④ 開催日時・実施回数→内容やターゲットを考慮して決定 

⑤ 開催場所→公民館以外館外学習として連携施設や町会会館も検討 

⑥ 講座対象者・ターゲット層を定め、情報発信手法を検討 

⑦ 開催方法→どのように進めるか。プログラム（内容構成、実施方法等） 

⑧ 予算→講師謝礼、参加費（材料費、保険代等）、著作権料など 

    

 



シニア活躍の応援

～人生100年時代 いつまでも元気に まちも元気に～

～関連部局等と連携した学びと活動のきっかけづくり～

戸田市教育委員会事務局 生涯学習課
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地域や行政の
課題解決

◆人生１００年時代の生涯学習◆ 「生きがい」「活躍の場」の創出をサポート ～社会教育の視点での取組～

学びと活動
の好循環

人づくり
学びによる個人の
成長（知識・経験を
備える。）

地域づくり
郷土愛の醸成、地域
の将来を考え主体的
参画による課題解決

つながりづくり
相互学習を通じ、つな
がり意識や住民同士の
絆の強化

豊かな生活

「中央教育審議会生涯学習分科会答申より」一部抜粋

まちの活性化
（コミュニティの形成）

個人の学習ニーズに応えるだけでなく、社会的なニーズを踏
まえた学習機会の提供ときっかけづくりも求められている。

2



市民ニーズ

趣味や生きがい
を見つけたい。

地域や社会のた
めに何かしたい。

仲間を
つくり
たい。

知識を
習得し
たい。

地域の課題を
解決したい。 各課・各施設にて、それぞれの分野で多様な講座を実施

個々の学びを重視した単発講座がメイン

学びや活動、きっかけづくりに対するこれまでの取組み

3



新曽公民館 ⇒ 寿大学（受講対象者 ６０歳以上）

下戸田公民館 ⇒ 宝珠大学（受講対象者 ６０歳以上）

美笹公民館 ⇒ 壮健大学（受講対象者 ５０歳以上）

公民館「シルバー講座」の
現状と課題

多彩なテーマの講座を毎週１回受講、シルバー向けの大学だが、
開講式・閉講式、修了証なし。一部公開講座あり（一般市民対象）。

講座内容 人権防災 環境

歴史・
文化財

生活

館外学習（バス）⇒コロナ禍のため、
戸田市内公共施設等の見学

公民館では、シニア世代をターゲットとしたシルバー講座を開催
している。毎年さまざまなテーマの講座を受講できるので楽しみ
にされている方もいるが、各講座は一回完結のため、各回受講し
て終了となる。学びを通してその後の活動につなげたり、その学
びやつながりをさらに深めたりするサポートを行っていないため、
学び続けたり、つながるきっかけの仕組みづくりが課題である。

4



とだの魅力発見コース

健康増進・運動コース

元気活躍・市民活動コース

戸田市民大学に統合し、各公民館を新曽キャンパス、下戸田キャ
ンパス、美笹キャンパスと称し、シニア活躍を応援するコースを開設

いつまでも元気に、学び続ける仕組みづくり

【コース事例】

公民館のシルバー講座

新曽公民館 「寿大学」、下戸田公民館 「宝珠大学」、美笹公民館 「壮健大学」

【実施内容】 受講対象・・原則５０歳以上
◆目的に向かって共に学び、成果や活動、
仲間づくりにつなげられるよう、身近な
各公民館（キャンパス）にて、テーマに
沿った連続講座（各コース）を開催する。
◆パッケージ型講座メニュー（講師含む）
は、関係課・関係団体等連携し、決定する。
◆各コース修了者には、 コース修了証を
発行し、館外学習への参加対象者とする。

国際交流コース

文化芸術・
音楽・合唱コース

自然体験・園芸コース
5



各コース設定・講座メニューの考え方

地域活動につなげる学び（活動紹介）

公共施設を
有効活用し
たい。

取組を周知・
啓発したい。

講師や開催場所
の確保が難しい。

参加者・担い手
を増やしたい。

地域の人材
や活動情報
を伝えたい。

各世代の課題・

市民ニーズ等の把握

まち（行政）の課題や
重点的な取組の把握

★ニーズや課題を把握し、目的達成に向けた学びから、その成果が活かさ
れるよう、活動参加や交流へのきっかけとなる情報の提供や活躍の場の紹
介をセットにした連続講座を各公民館（キャンパス）で実施する。
一つのテーマをみんなで学び合い、意識や課題を共有し、次へつなげる。
★関係課や関係団体等との連携により・・・
学びによる成果だけでなく、行動や交流につなげる講座づくりを目指す。

（いつまでも続けられるようにサポートする。）
また、さまざまな分野での講座開催の強みを生かし、弱みを補う。

戸田市まちづくり出前講座や
戸田市生涯学習人材バンク「人
材の森」等の活用

シルバー人材センター、ボラン
ティア・市民活動支援センター、
国際交流協会等と連携

地域活動につなげる学び（活動紹介）
目的達成のための学び（講座＋体験＋情報提供）

6

⇒縦の取組に横軸を通し、より効果的に
取り組む。



（テーマ案） 健康増進・運動コース
（連携課 福祉保健センター成人保健担当）

◆具体的な取組◆ シニア活躍社会を目指し、関連部局等との連携・協働による講座開催＋担い手の養成

生活習慣病・メタ
ボ・フレイル予防、
オーラルフレイル予
防、食育(食のチカラ）

心身機能の向上、
脳の活性化、心の
健康、 アンチエイジ
ング、 健康ウォー
キング

「健康長寿サポー
ター」、「コバトン健
康マイレージ」、
「ゲートキーパー」
等の講座

【目的】 健康づくり
【学び＋体験】
健康＋運動＋体験＋活動紹介
【成果】
・健康増進、まちの活性化
・「健康長寿サポーター」、
「ゲートキーパー」等で活躍！

（講座案） ○○○〇

講座内容

○○〇講座

講師（案）

○○○〇〇

【目的】
【講座】
【成果】

※出前講座メニューの活用。内容によっては、３～４か月かけて開催すると効果・成果が確認できる。

開催希望時期 〇月～〇月実施 毎月OR毎週
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（テーマ案） 元気活躍コース
（連携課 健康長寿課）

介護予防、体操や
運動、介護保険、生
活支援に関する講
座開催

「認知症サポー
ター」「元気体操」
「見守りボランティ
ア」等の育成講座

シルバー人材セン
ター等シニア活躍
の場の活動紹介

【目的】 生きがいづくり
【学び＋体験】
知識＋体操＋活動紹介
【成果】
・心身機能の維持・向上
・介護予防
・「元気体操」「認知症サポー
ター」 等担い手として活動

（講座案） ○○○〇

講座内容

○○〇講座

講師（案）

○○○〇〇

【目的】
【講座】
【成果】

※地域包括支援センター、シルバー人材センター等と連携した講座

開催希望時期 〇月～〇月実施 毎月OR毎週
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（講座案） ボランティアにチャレンジ！！○○○○講座

【目的】
【学び・体験】
【成果】

（テーマ案） 私にもできる！市民活動コース
（連携課 協働推進課）

見守りボランティア、
傾聴や健康朗読な
ど市民活動団体の
講座開催

交流イベントやボラ
ンティア活動に参
加・体験

ボランティア・市民
活動支援センター
等の活動紹介

【目的】
地域・社会参加の促進
生きがいづくり
【学び・体験】
地域課題の把握、活動体験
【成果】
地域デビュー、地域で活躍

開催希望時期 〇月～〇月実施 毎月OR毎週

※戸田市ボランティア・市民活動支援センター連携事業⇒地域で活躍する担い手づくり

9



（テーマ案） とだの魅力発見コース
（連携課 庁内各課、所管施設・団体等）

地域で活躍してい
る人や専門家によ
る講座

情報収集やPR方法
を学ぶ講座

フィールドワークに
よる情報収集、

グループワーク、

情報発信

【目的】 まちや地域の魅力
発見・PR
【学び＋体験】
講義＋情報収集＋発信
【成果】
・郷土愛の醸成
・まちや地域の活性化

（講座案） ○○○〇

講座内容

○○〇講座

講師（案）

○○○〇〇

【目的】
【講座】
【成果】

※歴史や文化財、教育、観光スポット等、まちの魅力を発見し、発信する。

開催希望時期 〇月～〇月実施 毎月OR毎週
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（テーマ案） 国際交流コース
（連携課 協働推進課）

◆具体的な取組◆ 共生社会の実現に向け、理解を深め、活動のきっかけにつながる講座を開催

言語や料理講座等
を通じて国際理解
（１日完結？午前中 料理
講座→会食→午後 語学
講座または連続講座）

国際交流のイベント
に参加

国際交流協会の取
組を紹介

【目的】
国際理解・交流・共生社会
【学び・体験】
語学、文化・風習、料理等
【成果】
・外国人とのコミュニケーショ
ンの向上、相互理解
・ボランティア活動へ参加

※戸田市国際交流協会連携事業⇒学ぶ国を選定し、言語や料理、歴史や文化をセットで学ぶ。

（講座案） ○○○〇

【目的】
【学び・体験】
【成果】

開催希望時期 〇月～〇月実施 毎月OR毎週
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（テーマ案） 楽しく歌って心も体も元気に！ 音楽・合唱コース

◆具体的な取組◆ 個人の学びや生きがいづくりをサポートし、学びや活動の幅を広げ、深めて、スキルアップを図る。

【目的】
【学び＋体験】
【成果】

（テーマ案） 自然体験・育ててみよう！ 園芸コース

【目的】
【学び＋体験】
【成果】

※声を出すためのカラダづくりとして複式呼吸や発声練習から始め、コーラスまで。自宅でも継続して練習。

12



　資料４－２

No
講座設定根拠

施策・取組
開催目的
講座分類

学習者にとっての
到達目標

テーマ 講座名 対象者 開催方法 定員 開催時期 曜日 時間 回数 託児 配慮
費用
負担

会場

◆戸田市第５次総合振
興計画
◆第５次戸田市生涯学
習推進計画
◆公民館の今後のあり
方について

社会教育及び生涯学
習に関する講座計画
指針　参照

集まる・参加すること
により、どのような効
果や変化をもたらす
かを意識する。
（学習意欲の向上→
スキルアップ）

◆公民館の魅力PR（公
民館の活用促進）
◆市民・利用者ニーズ
◆社会的ニーズ（地域
課題解決）

魅力的なタイトル
（メイン＋サブテーマ）
３０字以内の内容説明
　　　　↑
参加へのきっかけづくり（情
報発信）

乳幼児期（0～6歳）
児童・生徒・学生
（6歳～20歳）
社会人（20歳～60歳）
高齢者（60歳以上）

講義・講話
ワークショップ
オンライン
（生配信）
オンデマンド
（動画視聴）

感染対策
も考慮した
設定

単発
連続

※ 材料費
資料代
保険代

Wi-Fi環
境活用

1 新　夏のフランス料理 全年齢対象 講義・実習 8人 ７月 土 2
材料費
保険代

下戸田
公民館

2 フラワーアレンジメント 全年齢対象 講義・実習 12 1/24 水
10:00～
11：30

1 有
材料費
保険代

下戸田
公民館

3 ストレッチ・リズム体操 全年齢対象 講義・実習 25 9/26～10/24 火
１3：30～
１5：00

5 保険代
下戸田
公民館

4 英語でポップスを歌おう 全年齢対象 講義・実習 15
8/17～11/9

木
１3：30～
１5：00

7 無料
下戸田
公民館

5
歴史講座（大河ドラマの主
人公紫式部の生涯）

全年齢対象 講義・オンデマンド
20

+オンデ
マンド

R6年２月 土
１3：30～
１5：00

2 無料
下戸田
公民館

6
新　夏休み子どもリサイク
ル工作教室

小学生 講義・実習 18 8/10 木
10：00～
12：00

1
材料費
保険代

下戸田
公民館

7 夏休み子ども水彩画教室 小学3年生～6年生 講義・実習 18 8/2.3
水
木

10：00～
12：00

2
材料費
保険代

下戸田
公民館

8
新　冬休み子ども書初め
教室

講義・実習 20 12/26 火
14：00～
16：00

1
材料費
保険代

下戸田
公民館

9
新　家族で手打ちそば教
室

小学生、中学生と家
族

講義・実習
4組

（8人）
12/2 土

10：00～
12：30

1
材料費
保険代

下戸田
公民館

10 A　リカレント講座
就職・再就職・スキル
アップ（モチベーショ
ンアップ）につながる

リカレント講座・
社会参加

新　韓国語入門 全年齢対象 講義 20 6/3～7/22 土
10：30～
11：30

8 無料
下戸田
公民館

11 K　ターゲット別
子育て世代の悩み解
消・交流

子育て講座

・絵本の読み聞かせ

・クリスマス人形劇

幼児、小学生の親子

小学生
講話・見学

4/27～3/29

12/16

火

土

10：30～
11：30

11：00～
12：00

12

1
無料

下戸田
公民館

【下戸田公民館】令和５年度　公民館講座計画（案)   テーマ「公民館を知ってもらおう！利用してもらおう！」公民館の魅力を発信！！

　
教養

（文化芸術・音楽・歴
史・文学・語学・自然・

俳句・ICTなど）

子ども講座
※夏休み・冬休みの

宿題関連

社会で学ぶ経験（学
校外での学び・地域
の人や場所との関わ
り）

K　ターゲット別

新たな自分に出会う
～学びのキッカケづ
くり～
【生きがい・楽しさ】

【趣味／生活に役立
つ講座】
E　暮らしに役立つ知
識・知恵
F　教養
G　健康増進
H　ICT・リテラシー
I　自然体験
J　新たな学び・学び
のきっかけづくり

生活の中で活かせる
身近な学びや、様々
な分野の学びに触
れ、学ぶ楽しさを実感
できる

ものづくり・体験
（料理・手芸・絵画・
楽器・スポーツ等）

対象者(ターゲット層）やニーズを考慮
し設定

人生１００年時代を豊
かに生きる
～ライフステージや
多様な市民ニーズに
応じた学び～
【課題解決・ライフス
テージ別】



　資料４－２

No
講座設定根拠

施策・取組
開催目的
講座分類

学習者にとっての
到達目標

テーマ 講座名 対象者 開催方法 定員 開催時期 曜日 時間 回数 託児 配慮
費用
負担

会場

【下戸田公民館】令和５年度　公民館講座計画（案)   テーマ「公民館を知ってもらおう！利用してもらおう！」公民館の魅力を発信！！

12
B　地域課題・社会課
題
K　ターゲット別

健康意識の向上・健
康寿命の延伸

シルバー講座⇒
シニア活躍の応援

新　●筋力・体力アップ
体操コース

原則５０歳以上（定年
までに生きがいやきっ
かけが作れるようにす
るため）

保険代
下戸田
公民館

13 H デジタルデバイド

スマホ・PCを利用して
様々な学習機会（行
政サービス）を利用で
きるようになる

IT講座＋IT相談
IT相談(スマホ・パソコン質
問コーナー)

全年齢対象
毎月第2土曜

公民館まつり

土
13：00～
16：00

12：00～
15：00

13 無料
下戸田
公民館

14 Ｃ　地域資源の学習

観光資源・公共施設
や地域の歴史・文化
財等について理解を
深め、郷土愛を育む

地域を知る

荒川水循環センター見学
（地元にあっても普段見ら
れない大規模な施設を見
学）

全年齢対象（子連れ
も可）

講義・見学 10月22日 日
１3：30～
１5：00

1 保険代
下戸田
公民館

15 公民館まつり 学びの成果発表の場
公民館育成サークル
による展示、活動発
表

下戸田公民館まつり 全年齢対象 見学・体験
11月25日

・26日
土日

10：00～
15：00

下戸田
公民館

44

【社会教育及び生涯学習に関する講座計画指針に基づく講座分類】

子育て講座 子ども講座 　　　趣味講座

健康講座 生活講座 　　　学習講座

シルバー講座 リカレント講座 　（全館）　IT相談

R5年度の取組 １-②公民館だよりに地域ニュース掲載

２-④オンライン講座を含めた若者向け講座の実施

４-⑦市民ニーズや地域の状況を踏まえた講座の設定・見直し

８-⑫公民館講座講師に人材の森登録講師を活用

　※R4市民企画講座の提案内容や、人材の森登録講師の活動内容と合いそうなものは積極的に活用。

　計

まちを元気に
【地域を学ぶ・地域で
活かす・協働で取り
組む】

人生１００年時代を豊
かに生きる
～ライフステージや
多様な市民ニーズに
応じた学び～
【課題解決・ライフス
テージ別】

※配慮とは、高齢者、障がい児者、外国人等への対応　→　手話、座席、要約筆記、
音声や字幕解説、移動支援、バリアフリー等

Ｃ　地域資源の学習（とだ学）、郷土愛の醸成
Ｄ　社会貢献・ボランティア　～学びの成果を地域で活かそう～
Ｅ　暮らしに役立つ知識・知恵
Ｆ　教養、アカデミックな学び、産官学民連による連携事業
Ｇ　健康増進
Ｈ　ICTの活用、リテラシー教育、デジタルデバイドの解消

J　 新たな学び、学びのきっかけづくり
K　 ターゲットを絞った講座

Ｉ　自然体験

Ａ　リカレント講座（就労や起業支援、スキルアップ）
Ｂ　地域における課題解決

【◆公民館の今後のあり方】

【参考】従来の公民館講座分類



　資料４－３

No
講座設定根拠

施策・取組
開催目的
講座分類

学習者にとっての
到達目標

テーマ
具体的な内容

（タイトル）
対象者 開催方法 定員 開催時期 曜日 時間 回数 託児 配慮

費用
負担

会場

◆戸田市第５次総合振
興計画
◆第５次戸田市生涯学
習推進計画
◆公民館の今後のあり
方について

社会教育及び生涯学
習に関する講座計画
指針　参照

集まる・参加すること
により、どのような効果
や変化をもたらすかを
意識する。
（学習意欲の向上→
スキルアップ）

◆公民館の魅力PR（公
民館の活用促進）
◆市民・利用者ニーズ
◆社会的ニーズ（地域
課題解決）

魅力的なタイトル
（メイン＋サブテーマ）
３０字以内の内容説明
　　　　↑
参加へのきっかけづくり
（情報発信）

乳幼児期（0～6歳）
児童・生徒・学生
（6歳～20歳）
社会人（20歳～60
歳）
高齢者（60歳以上）

講義・講話
ワークショップ
オンライン
（生配信）
オンデマンド
（動画視聴）

感染対
策も考
慮した
設定

単発
連続

※ 材料費
資料代
保険代

Wi-Fi環
境活用

1 手作りパン講座
全年齢対象
家族参加可

料理 12 5月 土 10：00～12：00 1 〇
材料費・
保険代

美笹
公民館

2 新　そば打ち講座 全年齢対象 料理 8 12月 土

試食あり：10～
13時

試食なし：10～
12時30分

2
材料費・
保険代

美笹
公民館

3
フラワーアレンジメン
ト～ハロウィン･クリス
マスを素敵に飾る～

全年齢対象 実技 12 10月・11月 土 10：00～12：00 2 〇
材料費・
保険代

美笹
公民館

4 新　身体を整えるヨガ 全年齢対象 実技 20 9月 土 10：00～11：30 4 〇 保険代
美笹

公民館

5
新　誰でもできるヒッ
プホップダンス～懐メ
ロダンス～

全年齢対象 実技 15 6月 平日 10：00～11：30 2 保険代
美笹

公民館

6
新　プロから学ぶ珈
琲の淹れ方講座

全年齢対象 講義・実技 12 9月～10月 水 10：00～11:30 1 材料費
美笹

公民館

7
新　言葉が「うた」にな
るとき～短歌の世界
～

全年齢対象
講義・オンデマン
ド

15

10月～11月
（図書館40周
年事業実施時

期）

土 10：00～11：30 2 無料
美笹

公民館

8
新　夏休み！工作教
室

小学生～中学生 実技 12 7月 10：00～12：00 1
材料費・
保険代

美笹
公民館

9
新　冬休み！子ども
書初め教室

小学生～中学生 実技 12 12月 10：00～12：00 1
材料費・
保険代

美笹
公民館

10
夏休み！子どもチア
ダンス

小学生～中学生 実技 12

夏休み期間
（講師側の大
会出場に支障
が出ない日

程）

10：00～12：00 2 保険代
美笹

公民館

11 A　リカレント講座
就職・再就職・スキル
アップ（モチベーショ
ンアップ）につながる

リカレント講座・
社会参加

新　地元企業に聞く
～タイパ時代の仕事
術～

社会人
講義・オンデマン
ド

15 1月 土 13：30～15：00 1 無料
美笹

公民館

【美笹公民館】令和５年度　公民館講座計画（案)   テーマ「公民館を知ってもらおう！利用してもらおう！」公民館の魅力を発信！！

対象者(ターゲット層）やニーズを考
慮し設定

ものづくり・体験
（料理・手芸・絵画・
楽器・スポーツ等）

人生１００年時代を豊
かに生きる
～ライフステージや多
様な市民ニーズに応
じた学び～
【課題解決・ライフス
テージ別】

K　ターゲット別

社会で学ぶ経験（学
校外での学び・地域
の人や場所との関わ
り）

子ども講座
※夏休み・冬休みの

宿題関連

新たな自分に出会う
～学びのキッカケづく

り～
【生きがい・楽しさ】

　教養
（文化芸術・音楽・歴
史・文学・語学・自然・

俳句・ICTなど）

【趣味／生活に役立
つ講座】

E　暮らしに役立つ知
識・知恵
F　教養

G　健康増進
H　ICT・リテラシー

I　自然体験
J　新たな学び・学び

のきっかけづくり

生活の中で活かせる
身近な学びや、様々
な分野の学びに触

れ、学ぶ楽しさを実感
できる



　資料４－３

No
講座設定根拠

施策・取組
開催目的
講座分類

学習者にとっての
到達目標

テーマ
具体的な内容

（タイトル）
対象者 開催方法 定員 開催時期 曜日 時間 回数 託児 配慮

費用
負担

会場

◆戸田市第５次総合振
興計画
◆第５次戸田市生涯学
習推進計画
◆公民館の今後のあり
方について

社会教育及び生涯学
習に関する講座計画
指針　参照

集まる・参加すること
により、どのような効果
や変化をもたらすかを
意識する。
（学習意欲の向上→
スキルアップ）

◆公民館の魅力PR（公
民館の活用促進）
◆市民・利用者ニーズ
◆社会的ニーズ（地域
課題解決）

魅力的なタイトル
（メイン＋サブテーマ）
３０字以内の内容説明
　　　　↑
参加へのきっかけづくり
（情報発信）

乳幼児期（0～6歳）
児童・生徒・学生
（6歳～20歳）
社会人（20歳～60
歳）
高齢者（60歳以上）

講義・講話
ワークショップ
オンライン
（生配信）
オンデマンド
（動画視聴）

感染対
策も考
慮した
設定

単発
連続

※ 材料費
資料代
保険代

Wi-Fi環
境活用

【美笹公民館】令和５年度　公民館講座計画（案)   テーマ「公民館を知ってもらおう！利用してもらおう！」公民館の魅力を発信！！

対象者(ターゲット層）やニーズを考
慮し設定

12 K　ターゲット別
子育て世代の悩み解
消・交流

子育て講座
新　ファミリー講座バ
レンタインのお菓子
作り

子育て世代 料理
6組12

名
2月 土

試食あり：10～
12時30分

試食なし：10～
12時

1
材料費・
保険料

美笹
公民館

13
B　地域課題・社会課
題
K　ターゲット別

健康意識の向上・健
康寿命の延伸

シルバー講座⇒
シニア活躍の応援

新　健康増進・体力
向上に関するテーマ
●健康ウォーキング
コース

原則５０歳以上
（定年までに生き
がいやきっかけが
作れるようにする
ため）

保険料
美笹

公民館

14 H デジタルデバイド

スマホ・PCを利用して
様々な学習機会（行
政サービス）を利用で
きるようになる

IT講座＋IT相談
IT相談スマホ・パソコ
ン相談コーナー

PC・スマホ操作に
悩みを抱えている
方（全年齢対象）

個別相談 随時 通年
毎月

第１土
曜日

9:00～12:00 13 無料
美笹

公民館

15 Ｃ　地域資源の学習

観光資源・公共施設
や地域の歴史・文化
財等について理解を
深め、郷土愛を育む

地域を知る
戸田の歴史（美笹地
域関係）

全年齢対象
講義・オンデマン
ド

12 6月～7月 13:30～15:00 3 無料
美笹

公民館

16 公民館まつり 学びの成果発表の場
公民館育成サークル
による展示、活動発
表

美笹公民館まつり 全年齢対象
12月2日

・3日
土日 10：00～15：00

美笹
公民館

36

【社会教育及び生涯学習に関する講座計画指針に基づく講座分類】

子育て講座 子ども講座 　　　趣味講座

健康講座 生活講座 　　　学習講座

シルバー講座 リカレント講座 　（全館）　IT相談

R5年度の取組 １-②公民館だよりに地域ニュース掲載

２-④オンライン講座を含めた若者向け講座の実施

４-⑦市民ニーズや地域の状況を踏まえた講座の設定・見直し

８-⑫公民館講座講師に人材の森登録講師を活用

　※R4市民企画講座の提案内容や、人材の森登録講師の活動内容と合いそうなものは積極的に活用。

人生１００年時代を豊
かに生きる
～ライフステージや多
様な市民ニーズに応
じた学び～
【課題解決・ライフス
テージ別】

まちを元気に
【地域を学ぶ・地域で
活かす・協働で取り
組む】

　計

※配慮とは、高齢者、障がい児者、外国人等への対応　→　手話、座
席、要約筆記、音声や字幕解説、移動支援、バリアフリー等

Ｂ　地域における課題解決
Ｃ　地域資源の学習（とだ学）、郷土愛の醸成
Ｄ　社会貢献・ボランティア　～学びの成果を地域で活かそう～
Ｅ　暮らしに役立つ知識・知恵

【◆公民館の今後のあり方】

Ｉ　自然体験

K　 ターゲットを絞った講座

Ｆ　教養、アカデミックな学び、産官学民連による連携事業
Ｇ　健康増進
Ｈ　ICTの活用、リテラシー教育、デジタルデバイドの解消

J　 新たな学び、学びのきっかけづくり

【参考】従来の公民館講座分類

Ａ　リカレント講座（就労や起業支援、スキルアップ）



　資料４－４

No
講座設定根拠

施策・取組
開催目的
講座分類

学習者にとっての
到達目標

テーマ
具体的な内容

（タイトル）
対象者 開催方法 定員 開催時期 曜日 時間 回数 託児 配慮

費用
負担

会場

◆戸田市第５次総合振
興計画
◆第５次戸田市生涯学
習推進計画
◆公民館の今後のあり
方について

社会教育及び生涯学
習に関する講座計画
指針　参照

集まる・参加すること
により、どのような効
果や変化をもたらす
かを意識する。
（学習意欲の向上→
スキルアップ）

◆公民館の魅力PR（公
民館の活用促進）
◆市民・利用者ニーズ
◆社会的ニーズ（地域
課題解決）

魅力的なタイトル
（メイン＋サブテーマ）
３０字以内の内容説明
　　　　↑
参加へのきっかけづくり（情報
発信）

乳幼児期（0～6歳）
児童・生徒・学生
（6歳～20歳）
社会人（20歳～60歳）
高齢者（60歳以上）

講義・講話
ワークショップ
オンライン
（生配信）
オンデマンド
（動画視聴）

感染対策
も考慮した
設定

単発
連続

※ 材料費
資料代
保険代

Wi-Fi環
境活用

1
母の日向けプリザーブドフ
ラワー講座

全年齢対象 講義＋実習 10人 5月 土 PM 1 ○
材料費
保険代

新曽
公民館

2
フラワーアレンジメント講
座（お正月向け）

全年齢対象 講義＋実習 10人 12月末日 AM 1 ○
材料費
保険代

新曽
公民館

3
新　グラスサンドアート講
座

全年齢対象 講義＋実習 10人 9月 PM 1
材料費
保険代

新曽
公民館

4 ヨガ入門講座 全年齢対象 講義＋実習 8人 6月～7月
土又
は日

AM 4 保険代
新曽

公民館

5
姿勢を整えるピラティス入
門講座

全年齢対象 講義＋実習 8人 10月～11月 月 AM 4 保険代
新曽

公民館

6 歴史講座 全年齢対象
講義
オンデマンド配信

20人
ほか

10月 PM 3 無料
新曽

公民館

7 茶道講座 全年齢対象 講義＋実習 6人 1月～2月 火 AM 5
材料費
保険代

新曽
公民館

8
第14回ビッグバンドジャズ
オーケストラ演奏会（ホー
ル事業）

全年齢対象 講演(ホール事業) 335人 11月 日 PM 1 無料
新曽

公民館

9
落語でお笑い（ホール事
業）

全年齢対象 講演(ホール事業) 335人 6月 金 PM 1 無料
新曽

公民館

10
夏休み製作講座（ポーセ
ラーツ）

小学生 講義＋実習 10組20人 7月 土 PM 1
材料費
保険代

新曽
公民館

11 子ども工作講座 小学生 講義＋実習
10組20人

子ども
単独10人

8月 土 AM 1
材料費
保険代

新曽
公民館

12 新　子ども書道講座 小学生・中学生 講義＋実習 10人 12月
冬休
み

AM 1
材料費
保険代

新曽
公民館

13 家族で料理講座 小学生とその保護者 講義＋実習
8組
16人

7月
土又
は日

AM 1
材料費
保険代

新曽
公民館

14 子ども料理講座 小学生 講義＋実習
12人～16

人
10月

土又
は日

AM 1
材料費
保険代

新曽
公民館

15
新　子どもスイーツづくり
講座（アイシングクッキー）

小学生～中学生 講義＋実習
12人～16

人
12月

土又
は日

PM 1
材料費
保険代

新曽
公民館

人生１００年時代を豊
かに生きる
～ライフステージや
多様な市民ニーズに
応じた学び～
【課題解決・ライフス
テージ別】

【新曽公民館】令和５年度　公民館講座計画（案)   テーマ「公民館を知ってもらおう！利用してもらおう！」公民館の魅力を発信！！

　教養
（文化芸術・音楽・歴
史・文学・語学・自然・

俳句・ICTなど）

子ども講座
※夏休み・冬休みの

宿題関連

社会で学ぶ経験（学
校外での学び・地域
の人や場所との関わ
り）

K　ターゲット別

新たな自分に出会う
～学びのキッカケづ
くり～
【生きがい・楽しさ】

【趣味／生活に役立
つ講座】
E　暮らしに役立つ知
識・知恵
F　教養
G　健康増進
H　ICT・リテラシー
I　自然体験
J　新たな学び・学び
のきっかけづくり

生活の中で活かせる
身近な学びや、様々
な分野の学びに触
れ、学ぶ楽しさを実感
できる

ものづくり・体験
（料理・手芸・絵画・
楽器・スポーツ等）

対象者(ターゲット層）やニーズを
考慮し設定



　資料４－４

No
講座設定根拠

施策・取組
開催目的
講座分類

学習者にとっての
到達目標

テーマ
具体的な内容

（タイトル）
対象者 開催方法 定員 開催時期 曜日 時間 回数 託児 配慮

費用
負担

会場

【新曽公民館】令和５年度　公民館講座計画（案)   テーマ「公民館を知ってもらおう！利用してもらおう！」公民館の魅力を発信！！

16 A　リカレント講座
就職・再就職・スキル
アップ（モチベーショ
ンアップ）につながる

リカレント講座・
社会参加

新　日本薬科大学との連
携講座

社会人

講義
オンライン／
オンデマンドは日本
薬科大学と検討

20人
ほか

10月 PM 1 無料
新曽

公民館

17 K　ターゲット別
子育て世代の悩み解
消・交流

子育て講座 ベビー体操講座
子育て世代
４ヶ月から２歳児まで
の子とその保護者

講義＋実習
10組
20人

5月～6月 金 AM 4 保険代
新曽

公民館

B　地域課題・社会課
題
K　ターゲット別

健康意識の向上・健
康寿命の延伸

シルバー講座⇒
シニア活躍の応援

講義＋実習 秋～冬 保険代
新曽

公民館

B 地域課題・社会課
題

語学や文化等を学
び、多様性を理解す
る

国際理解
（語学・料理・音楽）

講義＋実習 秋～冬 無料
新曽

公民館

19 H デジタルデバイド

スマホ・PCを利用して
様々な学習機会（行
政サービス）を利用で
きるようになる

IT講座＋IT相談
スマホ・パソコン質問コー
ナー

PC・スマホ操作に悩
みを抱えている方（全
年齢対象）

個別相談＋講義＋
実習

随時 通年

月の
第3日
曜日
と公
民館
まつり

13 無料
新曽

公民館

20 Ｃ　地域資源の学習

観光資源・公共施設
や地域の歴史・文化
財等について理解を
深め、郷土愛を育む

地域を知る
歴史ガイドとめぐる新曽地
域の歴史ツアー

全年齢対象
講義＋実習＋フィー
ルドワーク

20人 11月
土又
は日

PM 2 保険代
新曽

公民館

21 公民館まつり 学びの成果発表の場
公民館育成サークル
による展示、活動発
表

新曽公民館まつり 全年齢対象
展示と発表
育成サークルの市民
への還元

12月9日
・10日

土日
10：00

　　～15：00
※

新曽
公民館

47

【社会教育及び生涯学習に関する講座計画指針に基づく講座分類】

子育て講座 子ども講座 　　　趣味講座

健康講座 生活講座 　　　学習講座

シルバー講座 リカレント講座 　（全館）　IT相談

R5年度の取組 １-②公民館だよりに地域ニュース掲載

２-④オンライン講座を含めた若者向け講座の実施

４-⑦市民ニーズや地域の状況を踏まえた講座の設定・見直し

８-⑫公民館講座講師に人材の森登録講師を活用

　※R4市民企画講座の提案内容や、人材の森登録講師の活動内容と合いそうなものは積極的に活用。

※配慮とは、高齢者、障がい児者、外国人等への対応　→　手話、座
席、要約筆記、音声や字幕解説、移動支援、バリアフリー等

【参考】従来の公民館講座分類

Ｉ　自然体験

Ａ　リカレント講座（就労や起業支援、スキルアップ）
Ｂ　地域における課題解決

新　健康増進・体力向上
に関するテーマ

●太極拳

新　国際理解
●中国の文化と歴史

原則５０歳以上
（定年までに生きがい
やきっかけが作れるよ

うにするため）

人生１００年時代を豊
かに生きる
～ライフステージや
多様な市民ニーズに
応じた学び～
【課題解決・ライフス
テージ別】

18

Ｃ　地域資源の学習（とだ学）、郷土愛の醸成
Ｄ　社会貢献・ボランティア　～学びの成果を地域で活かそう～
Ｅ　暮らしに役立つ知識・知恵
Ｆ　教養、アカデミックな学び、産官学民連による連携事業
Ｇ　健康増進
Ｈ　ICTの活用、リテラシー教育、デジタルデバイドの解消

【◆公民館の今後のあり方】

J　 新たな学び、学びのきっかけづくり
K　 ターゲットを絞った講座

　計

まちを元気に
【地域を学ぶ・地域で
活かす・協働で取り
組む】


